
塞
が
見
つ
か
る
人
も
い
る
。

「
軽
い
梗
塞
は
、
早
く
治
療
す
れ
ば
、
7
〜

8
割
は
脳
梗
塞
に
な
ら
ず
に
済
む
」と
い
う
。

も
し
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
食
事
療
法
と
運

動
、
高
血
圧
の
防
止
、
抗
血
小
板
薬
の
服
用

な
ど
で
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
。

真
田
さ
ん
自
身
、
不
整
脈
を
き
っ
か
け
に
5

年
前
か
ら
抗
血
小
板
薬
を
毎
日
1
回
服
用
し

続
け
て
い
る
。

M
R
I
検
査
を
受
け
る
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
問
題
は
費
用
が
高
い
こ
と
だ
。
脳
ド

ッ
ク
は
保
険
適
用
外
の
た
め
、
費
用
は
平
均
約

6
万
円
も
か
か
る
。

そ
こ
で
、
真
田
さ
ん
は
手
を
使
っ
た
動

作
や
簡
単
な
体
操
で
、
前
ぶ
れ
を
見

つ
け
る
方
法
を
考
案
し
「
自
分
で
見
つ
け
て

治
す
隠
れ
脳
梗
塞
」（
マ
キ
ノ
出
版
）
に
ま

と
め
た
。

そ
の
い
く
つ
か
（
イ
ラ
ス
ト
参
照
）
を
試

し
て
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
脳
ド
ッ
ク

を
受
け
る
の
が
よ
い
。

こ
の
ほ
か
、「
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
」「
手

足
が
ふ
る
え
る
」「
頭
痛
が
す
る
」「
考
え
が

な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
い
」「
目
が
ぼ
っ
と

し
て
見
え
に
く
い
」「
手
か
ら
物
（
は
し
や

コ
ッ
プ
な
ど
）
を
落
と
し
や
す
い
」「
早
口

で
話
さ
れ
る
と
理
解
し
に
く
い
」「
物
忘
れ

が
激
し
い
」
な
ど
の
症
状
も
要
注
意
だ
。

真
田
さ
ん
は
、
脳
卒
中
が「
突
然
起
こ
る
わ
け

で
は
な
い
」と
、
前
触
れ
が
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
。
脳
梗
塞
は
、
血
管
に
脂
な
ど
が
た
ま
っ

て
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
っ
た
り
、
血
管
が
狭

く
な
っ
て
起
こ
る
が
、
実
際
に
は
小
さ
な
梗
塞

が
少
し
ず
つ
増
え
、
や
が
て
本
当
の
脳
梗
塞
に

な
る
と
い
う
の
だ
。

こ
う
い
う
小
さ
な
梗
塞
を「
隠
れ
脳
梗
塞
」

と
呼
ぶ
。
統
計
的
な
調
査
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
40
代

で
は
4
人
に
1
人
、
50
代
で
は
3
人
に
１
人
、

60
代
で
は
2
人
に
１
人
く
ら
い
の
割
合
で
隠

れ
脳
梗
塞
が
あ
る
と
見
て
い
る
。

最
近
は
、
脳
ド
ッ
ク
で
M
R
I
（
核
磁
気
共

鳴
画
像
化
装
置
）検
査
を
受
け
れ
ば
、
隠
れ
脳

梗
塞
が
見
つ
か
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
た
。
本

人
に
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
M
R
I
画
像

を
見
れ
ば
30
代
の
人
で
も
3
、
4
カ
所
の
梗
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脳卒中（脳血管障害）の中で最も多いのが、脳の血管が詰まる脳梗塞
こうそく

。ある日、突然生じ

るようにみえるが、実は脳の奥では小さな梗塞が知らぬ間に進んでいる。自覚症状のな

い初期のうちに「小さな脳梗塞」を発見する方法について、脳神経外科が専門の真田クリニッ

ク（東京都大田区池上）院長の真田祥一医師（57）に聞いた。 【小島正美】

脳 卒 中
2002年（平成14年）1月12日（土曜日）毎日新聞より引用生活習慣病 予防と治療

●
前
触
れ

●
M
R
I

●
チ
ェ
ッ
ク

症
状
ヒ
タ
ヒ
タ
脳
梗
塞

「
小
さ
な
」
う
ち
に
見
つ
け
出
せ

● 渦巻き描きテスト

紙に渦巻きを書く。その線の間に、最初の線に触
れないようできるだけ正確に新しい渦巻きを描い
ていく。10秒ほどで行う。最初の線からはみ出
したり、重なったりすると隠れ脳梗塞の可能性。

●キラキラ星体操テスト ●指鼻さわりテスト

指を軽く開いた状態でひじを曲げて、手のひら
が自分のほうに向くようにする。手のひらを15
秒ほど回転させる。両手の動きが乱れたり、ばら
ばらになったら要注意。

目を閉じて、どちらか一方の手の人さし指を胸
の高さで固定する。その位置から指を鼻の先へ
もっていく。スムーズに鼻へもっていけなかっ
たり、手がふるえたりしたら、脳梗塞の可能性。



朝
晩
冷
え
込
み
、
そ
ろ
そ
ろ
風

邪
の
季
節
。
子
供
が
風
邪
を
ひ
い

た
時
、
い
や
な
症
状
を
楽
に
し
よ

う
と
風
邪
薬
を
使
う
こ
と
が
多
い
。

だ
が
、
効
果
や
副
作
用
に
は
落
と

し
穴
も
あ
る
。
そ
こ
で
今
週
と
次

週
の
テ
ー
マ
は
「
子
供
と
風
邪
薬
」。

ま
ず
は
薬
局
で
買
う
市
販
薬
か
ら
。

（
田
山
秀
一
）

風
邪
は
、
高
熱
や
関
節
の
痛
み
を

伴
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異
な
る
。

薬
は
風
邪
を
根
本
的
に
治
す
の
で
は

な
く
、
せ
き
や
、
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・

鼻
づ
ま
り
の
鼻
炎
症
状
な
ど
を
和
ら

げ
る
対
症
療
法
だ
。
症
状
別
に
薬
を

見
る
と
―
。

意
外
に
も
、
必
ず
し
も
効
果
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
欧
米
の
臨
床
試

験
で
は
、
せ
き
を
止
め
る「
鎮
咳
剤
」

は
、
症
状
の
改
善
効
果
が
な
か
っ
た
。

た
ん
を
切
る「
去
た
ん
剤
」も
、
小
児
に
つ
い
て

は
十
分
な
研
究
が
な
い
。
た
だ
、
た
ん
を
出
す

作
用
の「
粘
液
融
解
剤
」（
塩
酸
プ
ロ
ム
ヘ
キ
シ
ン

な
ど
）は
、
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

大
阪
赤
十
字
病
院
小
児
科
の
山
本
英
彦
さ

ん
は「
せ
き
は
、
た
ん
を
出
し
て
病
原
体
や
炎

症
物
質
を
排
除
す
る
働
き
が
あ
る
。
せ
き
で

眠
れ
な
い
よ
う
な
ら
薬
を
使
っ
て
か
ま
わ
な
い

が
、
風
邪
の
場
合
、
せ
き
を
止
め
る
必
要
は
基

本
的
に
な
い
」と
話
す
。

た
だ
、
百
日
せ
き
の
せ
き
は
止
め
た
方
が
よ

く
、
医
師
の
診
断
が
必
要
だ
。

医
薬
情
報
研
究
所
エ
ス
・
ア
イ
・
シ
ー（
東
京
）

の
薬
剤
師
、
堀
美
智
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
注
意

が
必
要
な
の
は
点
鼻
薬
。
乳
児
に
成
人
用
の

点
鼻
薬
を
使
い
、
意
識
障
害
を
起
こ
す
な
ど
の

副
作
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
時
的
に
鼻
が

す
っ
き
り
し
て
も
、
長
期
間
繰
り
返
し
使
う
と

鼻
粘
膜
の
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
か

え
っ
て
鼻
づ
ま
り
を
起
こ
す
と
い
う
。

飲
み
薬
に
つ
い
て
は
、
医
薬
ビ
ジ
ラ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
）理
事
長
の
浜
六
郎
さ
ん
は

「
鼻
炎
症
状
を
抑
え
る
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
や
、

あ
る
種
の
去
た
ん
剤
を
乳
幼
児
に
使
う
と
、

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
た
め
、
避

け
る
べ
き
だ
」と
し
て
い
る
。

熱
さ
ま
し
、
せ
き
止
め
、
鼻
炎
の
薬
の
三
成

分
が
配
合
さ
れ
た
も
の
を
言
う
。

生
後
六
か
月
の
男
児
は
、
鼻
水
、
せ
き
が
出

て
、
総
合
感
冒
薬
の
シ
ロッ
プ
を
飲
ん
だ
。
そ
の

日
三
回
目
の
服
用
後
、
顔
は
青
白
く
、
手
足

を
だ
ら
り
と
さ
せ
、
白
目
を
む
い
た
。
体
温
が

三
十
五
度
以
下
に
な
る「
低
体
温
シ
ョ
ッ
ク
」。

緊
急
入
院
し
て
回
復
し
た
が
、危
険
な
症
状
だ
。

熱
が
な
い
の
に
、
解
熱
成
分
の
入
っ
た
薬
を
飲

ん
だ
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
。

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
や
す
い
と
さ
れ
る
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
も
、
多
く
の
総
合
感
冒
薬
に

含
ま
れ
て
い
る
。
乳
幼
児
に
は
、
熱
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
、
総
合
感
冒
薬
は
避
け
た
ほ

う
が
無
難
と
言
え
そ
う
だ
。

せ
き
、
鼻
水
な
ど
は
病
気
に
対
す
る
防
御

反
応
。
山
本
さ
ん
は「
症
状
を
止
め
る
と
、
風

邪
を
長
引
か
せ
た
り
、こ
じ
ら
せ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
る
、
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
」と
話

す
。
た
だ
し
、
症
状
が
長
引
く
よ
う
な
ら
医
師

を
受
診
し
た
い
。

市
販
の
風
邪
薬
の
成
分
は
、
医
師
が
処
方

す
る
薬
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
処
方
薬

も
同
様
に
考
え
た
い
。
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子供と風邪薬

症
状
和
ら
げ
る
役
目

総
合
感
冒
薬
使
用
は
慎
重
に

乳
幼
児

家
庭
で
で
き
る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
海
外
の
研
究
で
は
、
温
め
た
水
蒸
気

を
鼻
へ
の
吸
入
器
で
吸
う
と
、
せ
き
や
鼻

炎
の
症
状
が
44
％
も
軽
減
し
た
。薬
よ
り
、

湿
気
を
与
え
る
ほ
う
が
は
る
か
に
効
果
的

だ
。
温
か
い
蒸
気
の
出
る
加
湿
器
を
使
用

す
る
と
よ
い
。
た
だ
、
子
供
の
や
け
ど
に

注
意
す
る
。
加
湿
器
に
カ
ビ
が
生
え
な
い

よ
う
定
期
的
に
掃
除
す
る
必
要
も
あ
る
。

堀
さ
ん
は
、
鼻
を
か
め
な
い
乳
幼
児
の

場
合
、
熱
い
湯
で
し
ぼ
っ
た
タ
オ
ル
で
鼻
の

周
り
を
温
め
、
鼻
を
通
り
や
す
く
し
、
親

が
口
や
ス
ポ
イ
ト
で
鼻
水
を
吸
い
出
し
て

あ
げ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

家
庭
で
の
対
策

せ
き
に
は
湿
気
が
一
番

●
せ
き
止
め

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
別

●
鼻
炎

●
総
合
感
冒
薬

せ
き
、
鼻
水
は
防
御
反
応



生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
大
豆
や
大

豆
製
品
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
大
豆
の
脂
質
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
な
く
、
大
豆
に
含
ま
れ
る
リ
ノ
ー
ル
酸

な
ど
の
脂
肪
酸
は
、
血
管
の
壁
に
付
着
し

た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取
り
除
き
動
脈
硬

化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
た
め
だ
。「
食
生
活

が
欧
米
化
し
た
日
本
人
は
以
前
に
比
べ
大

豆
や
豆
腐
の
食
べ
方
が
少
な
く
な
っ
た
」

と
フ
ー
ド
ド
ク
タ
ー
の
東
畑
朝
子
さ
ん
。

寒
い
季
節
の
お
勧
め
は「
豆
腐
鍋
」だ
。

大
豆
や
豆
腐
は
、
た
ん
ぱ
く
質
は
肉
や

魚
に
劣
る
が
、
米
と
の
組
み
合
わ
せ
が
い

い
。「
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
う
ち
、
米
に
不
足

す
る
リ
ジ
ン
を
大
豆
が
補
う
。
一
方
、
大

豆
に
不
足
が
ち
な
含
硫
ア
ミ
ノ
酸
を
米
が

補
い
、
肉
に
劣
ら
な
い
た
ん
ぱ
く
質
と
な

る
」
と
い
う
。
ま
た「
肉
食
に
偏
り
が
ち
な

人
は
、
大
豆
類
を
毎
日
食
べ
る
こ
と
で
、

脂
肪
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
」と
も
。
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丹
羽
S
O
D
様
作
用
食
品
の
開
発
者
で
あ

る
丹
羽
耕
三
博
士
は
、
丹
羽
免
疫
研
究
所

所
長
で
あ
り
土
佐
清
水
病
院
院
長
と
し

て
、
毎
日
、
医
療
の
現
場
で
、
癌
、
ア
ト

ピ
ー
、
膠
原
病
な
ど
の
難
病
に
苦
し
む
患

者
さ
ん
達
の
治
療
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま

す
。丹

羽
博
士
は
昭
和
37
年
に
京
都
大
学
医

学
部
を
卒
業
さ
れ
、
医
学
博
士
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
活
性
酸
素
と
S
O

D
の
研
究
を
臨
床
家
と
し
て
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
的
に
も
最
も
早
く
か
ら
手
掛

け
ら
れ
、
世
界
的
権
威
と
し
て
、
広
く
海

外
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

S
O
D
な
ど
の
生
体
防
御
の
研
究
論
文

が
著
名
な
英
文
国
際
医
学
雑
誌
に
続
け
て

発
表
さ
れ
、そ
の
数
は
70
編
を
越
し
ま
す
。

多
忙
な
治
療
の
傍
ら
、
国
際
医
学
専
門
誌

（B
iochem

ical
P
harm

acology)

へ
の

投
稿
論
文
の
審
査
員
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
や
リ
ュ
ー

マ
チ
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
・

S
O
D
様
作
用
食
品
の
開
発丹羽耕三博士

研
究
に
長
年
従
事
し
、
多
く
の
難
病
の
原

因
を
活
性
酸
素
の
異
常
か
ら
解
明
し
、
こ

れ
ら
の
難
病
の
治
療
に
関
し
て
、
S
O
D

様
作
用
食
品
等
の
低
分
子
抗
酸
化
剤
や
抗

癌
剤
を
自
然
の
植
物
・
穀
物
よ
り
開
発

し
、
大
き
な
治
療
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

私
が
開
発
し
た
天
然
の
抗
酸
化
剤
で
あ

る
S
O
D
様
作
用
食
品
は
、
い
ま
全
国
の

何
十
万
人
、
何
百
万
人
と
い
う
方
々
に
健

康
食
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

百
人
と
い
う
医
師
に
も
医
療
現
場
で
難
病

の
患
者
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
優
れ

た
治
療
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

豆
腐
鍋

寒
さ
、
病
吹
き
飛
ば
す

「
冬
の
お
勧
め
」

豆腐は消化もよく、風味もあっさり。ビタミンCが豊富なハク
サイやカロチンの多いシュンギクなど、野菜をたっぷり入れ
たあたたかい鍋で、寒さを吹き飛ばそう。
【材料（4人分）】
トウフ400グラム（小4丁）▽ハクサイ400グラム（大きい葉
4枚）▽シュンギク200グラム（2分の1束、なければミツバ
やセリでも可）▽シイタケ8枚▽だし汁カップ1▽酒大さじ2
▽だししょうゆ大さじ2▽薬味用の小ネギ4本
【つくり方】
①豆腐を四つに切り、ハクサイを4センチの角切りに。②土鍋な
どにだし汁と酒を入れ、あたため①とシイタケを入れて煮る。③
だししょうゆを入れシュンギクを加えてもう一度、煮る。④食べ
る時、薬味に刻みネギを添え、お好みで七味唐辛子を振りかける。
薬味はショウガやシソなどでもよい。（1人分125キロカロリー）



丹
羽
博
士
の
著
書

丹
羽
博
士
の
、
一
般
向
け
の
著
書
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
活
性
酸
素
と
病
気
、
Ｓ
Ｏ

Ｄ
に
つ
い
て
、
平
易
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
安
心
の
医
療
・
本
当
の
健
康
」
（
み
き
書
房
（
株
））

「
ク
ス
リ
で
病
気
は
治
ら
な
い
」
（
み
き
書
房
（
株
））

「
白
血
病
の
息
子
が
教
え
て
く
れ
た
医
学
の
心
」

（
草
思
社
（
株
））

「
活
性
酸
素
で
死
な
な
い
た
め
の
食
事
学
」

（
廣
済
堂
（
株
））

「
正
し
い
『
ア
ト
ピ
ー
』
の
知
識
」
（
廣
済
堂
（
株
））

「
天
然
S
O
D
製
剤
が
ガ
ン
治
療
に
革
命
を
起
こ
す
」

（
廣
済
堂
（
株
））

「
医
は
仁
術
な
り
」

（
致
知
出
版
（
株
））

「
S
O
D
様
作
用
食
品
の
効
果
﹇
小
冊
子
﹈

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
全
20
巻

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

日
本
S
O
D
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
行

し
た
「
会
報
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
様
々
な
疾
患
と
活
性
酸
素
の
関
係
に
つ

い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
要
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
取
扱
店
ま
た
は
、

日
本
S
O
D
研
究
会

（
〇
四
九
‐
二
五
五
‐
八
七
二
八
・
F
A
X
兼
用
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【お問い合せ先】

SODロイヤル ルイボスTX
SOD様作用食品

自然の
ミネラル
カフェインはゼロ

丹羽博士が
開発した
特許抗酸化食品

奇跡のお茶
濃縮タイプ

日 本 S O D 研 究 会 N o . 4 6

ー 4 ー

 

丹羽SOD様作用食品
『SODロイヤル』が製品になるまで

SOD関連出版物一覧

あ
し
た
も
元
気
（
No
38
）

冬
の
食
中
毒
に
気
を
つ
け
よ
う

ニワ・ルイボスティ天然
製材

ルイボス茶濃縮型

食
中
毒
は
夏
場
だ
け
に
発
生
す
る
と
は
限
ら
ず
、

暖
房
機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
り
1
〜
3
月
の
寒

い
時
期
に
も
発
生
し
ま
す
。

最
近
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
小
型
球
形

ウ
イ
ル
ス
（
S
R
S
V
）
と
い
う
食
中
毒
で
、

生
カ
キ
な
ど
か
ら
発
生
し
ま
す
。

昨
年
、
S
R
S
V
は
食
中
毒
全
体
の
約
3
割
を

占
め
患
者
数
で
み
る
と
原
因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
S
R
S
V
に
は
い
く
つ
か
の
種
類

が
あ
り
電
子
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
小
さ
な
球

形
の
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

S
R
S
V

●
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
食
中
毒

●
カ
キ
な
ど
の
生
の
食
品
か
ら
感
染

●
集
団
感
染
が
よ
く
み
ら
れ
る

感
染
す
る
と
・
・
・
潜
伏
期
間
は
1
〜
2
日
、

主
な
症
状
は
下
痢
や
嘔
吐
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど

で
症
状
は
1
〜
3
日
で
回
復
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
原
因
食
材
は
2
枚
貝
が
主
で
、
特
に

カ
キ
や
ア
サ
リ
、
ホ
タ
テ
な
ど
で
す
。
85
度
以

上
、
1
分
間
の
加
熱
で
菌
は
死
滅
し
ま
す
。

（
そ
の
他
の
食
中
毒
）

◆
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
・
・
・
感
染
源
は
鶏
卵
や
食

肉
。
わ
ず
か
な
菌
の
量
で
も
感
染
す
る
。
十
分

に
加
熱
を
す
る
こ
と
。

◆
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
・
・
・
感
染
源
は
生
鮮
魚
介

類
。
高
温
や
低
温
に
弱
く
、
ま
た
真
水
に
弱
い

の
で
十
分
な
水
洗
い
を
す
る
こ
と
。

◆
病
原
性
大
腸
菌
・
・
・
人
や
動
物
の
腸
管
内

に
存
在
し
一
部
の
大
腸
菌
が
病
原
性
を
持
っ
て

起
こ
す
。
生
肉
は
避
け
、
75
度
以
上
1
分
間
の

加
熱
を
す
る
こ
と
。

◆
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
・
・
・
感
染
源
は
鶏
や

豚
。
10
度
以
下
の
低
温
で
も
長
時
間
生
き
て
い

ら
れ
る
が
乾
燥
に
弱
い
の
で
60
度
1
分
間
の
加

熱
で
菌
は
死
滅
す
る
。

◆
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
・
・
・
感
染
源
は
手
指
の

化
膿
。
高
温
多
湿
の
と
こ
ろ
で
菌
は
増
殖
し
毒
素

を
作
る
。
熱
や
乾
燥
に
も
強
い
の
で
注
意
が
必
要
。

S
R
S
V
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に

・
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
生
食
を
避
け
、
中
心

部
ま
で
十
分
加
熱
す
る
（
中
心
温
度
85
度
以
上

で
1
分
以
上
）

・
加
熱
用
の
カ
キ
は
絶
対
に
生
で
食
べ
な
い

・
下
ご
し
ら
え
す
る
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん

な
ど
は
専
用
と
し
、
使
用
後
は
十
分
に
洗
浄
・

消
毒
す
る

・
調
理
の
前
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
は
手
指

を
き
れ
い
に
洗
浄
・
消
毒
す
る
。

・
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
食
品
を

扱
わ
な
い読

売
新
聞
　
平
成
14
年
12
月
8
日
よ
り

食
中
毒
は
体
力
や
抵
抗
力
の
弱
い
小
児
や
高
齢

者
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
。
食
中
毒
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

①
菌
を
付
け
な
い

②
菌
を
増
や
さ
な
い

③
殺
菌
す
る

こ
れ
を
基
本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
人
か
ら
人
へ

の
感
染
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
吐
い
た
物
や
便

の
始
末
に
も
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
こ
こ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
※

ま
な
板
・
ふ
き
ん
・
包
丁（
包
丁
の
柄
の
部
分
も
注

意
！
）
食
器
洗
浄
用
の
ス
ポ
ン
ジ
・
水
道
の
蛇

口
・
三
角
コ
ー
ナ
ー
・
冷
蔵
庫
の
取
っ
手
や
扉

【
栄
養
士
　
高
橋
広
海
】

okada
長方形
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